
）4いといがわいといがわ 議会だより （委員会報告

　５
月
16
日
の
第
４
回
臨
時
会
に
お

い
て
、
特
別
委
員
会
の
結
審
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

糸
魚
川
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

調
査
対
策
特
別
委
員
会

結
審
報
告
　
要
旨

■
付
議
事
件

１
「
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
現

地
調
査
と
環
境
問
題
の
把
握
及
び
ゴ

ミ
処
理
全
般
に
対
す
る
行
政
の
取
組

姿
勢
に
つ
い
て
」
は
、
ご
み
処
理
基

本
計
画
（
案
）
に
沿
っ
て
推
進
し
て

い
く
。

２
「
関
係
地
区
住
民
の
安
全
確
保
対

策
に
つ
い
て
」
は
、
応
急
対
策
工
事

は
完
了
し
た
が
、
地
元
住
民
の
意
向

を
十
分
尊
重
し
な
が
ら
適
正
化
に
向

け
、
安
定
化
対
策
工
事
の
実
施
を
要

望
し
た
。

３
「
施
設
及
び
職
場
環
境
の
改
善
計

画
と
最
終
処
分
場
の
長
期
計
画
に
つ

い
て
」は
、
委
員
会
で
は
調
査
報
告
で

示
さ
れ
た
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
の

採
用
で
一
致
し
た
。
ま
た
、
当
シ
ス

テ
ム
の
採
用
に
あ
た
り
、
関
係
住
民

の
理
解
・
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

安
全
対
策
に
は
十
分
配
慮
す
る
よ
う

集
約
し
た
。
加
え
て
、
整
備
に
向
け

た
財
源
確
保
に
も
真
剣
に
取
り
組
む

よ
う
、
強
く
要
望
し
た
。

　審
査
過
程
で
は
、
委
員
よ
り
改
め

て
企
業
側
の
責
任
問
題
に
、
厳
し
い

意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
た
。
水
銀
問

題
が
発
生
し
た
直
後
の
特
別
委
員
会

で
は
、
関
係
企
業
担
当
者
を
委
員
会

に
同
席
願
い
、
炭
化
シ
ス
テ
ム
の
構

造
上
の
問
題
、
ま
た
、
度
重
な
る
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
、
企
業
責
任
に
厳
し
い

意
見
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
企
業

側
は
道
義
的
責
任
を
認
め
た
が
、
そ

の
後
は
未
対
応
な
た
め
、
付
議
事
件

と
は
別
に
改
め
て
問
題
点
と
企
業
責

任
の
調
査
を
行
い
、
引
き
続
き
企
業

側
と
協
議
を
す
る
こ
と
を
確
認
し
、今

後
も
調
査
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
た
。

■
集
約
事
項

　１
点
目
、
委
託
業
者
の
調
査
報
告

に
よ
り
恒
久
対
策
の
適
正
化
整
備
の

方
向
性
が
示
さ
れ
た
が
、
地
滑
り
の

危
険
性
な
ど
不
安
定
な
状
況
が
明
確

に
な
り
、
可
及
的
速
や
か
に
安
全
対

策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　２
点
目
、
水
銀
化
合
物
埋
立
て
の

元
凶
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
建
設
・
運

転
管
理
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
日
立

製
作
所
の
責
任
は
、
議
会
の
追
及
に

よ
り
道
義
的
責
任
を
言
明
さ
せ
た

が
、
今
後
、
行
政
は
今
ま
で
の
再
三

に
わ
た
る
ト
ラ
ブ
ル
と
、
度
重
な
る

大
規
模
改
修
な
ど
の
経
過
を
厳
し
く

追
及
し
、
企
業
責
任
を
正
し
、
市
民

の
不
利
益
と
な
ら
な
い
結
果
を
目
指

し
、
最
大
限
の
努
力
を
要
望
す
る
。

　３
点
目
、
４
月
６
日
の
第
８
回
大

野
区
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
安
全

対
策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
事
前

質
問
の
回
答
及
び
当
日
の
質
疑
応
答

の
内
容
を
厳
し
く
と
ら
え
、
大
野
区

民
の
不
安
解
消
の
た
め
に
適
切
な
説

明
責
任
を
果
た
し
、
理
解
と
協
力
を

得
る
よ
う
努
力
す
る
と
共
に
、
安
全

対
策
で
は
万
全
の
処
置
を
講
じ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

　ま
た
、
今
年
度
、
市
で
設
置
す
る

「
ご
み
処
理
施
設
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
に
お
い
て
、
地
元
大
野
区
及
び

須
沢
区
の
代
表
者
か
ら
も
参
画
願
う

よ
う
委
員
会
か
ら
も
強
く
要
請
す
る
。

港
湾
交
通
対
策
特
別
委
員
会

結
審
報
告 

要
旨

姫
川
港
貨
物
取
扱
い
急
増
に
伴
う
整

備
計
画
の
早
期
完
成
と
次
期
計
画
の

調
査
と
整
備
推
進
に
つ
い
て

○
利
便
性
が
向
上
し
、
様
々
な
可
能

性
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
国

道
148
号
等
と
も
関
連
さ
せ
、
長
野
県

ま
で
含
め
た
中
で
流
通
の
拠
点
と
な

る
よ
う
、
更
な
る
活
用
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

○
国
の
港
湾
政
策
の
見
直
し
や
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
影
響
な
ど
、
社

会
・
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
事

業
の
停
滞
も
懸
念
さ
れ
、
引
き
続
き

一
層
の
整
備
促
進
を
求
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

○
港
湾
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
事

業
用
地
の
取
得
が
完
了
し
た
こ
と
か

ら
、
緩
衝
緑
地
整
備
の
早
期
完
成
を

求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○
港
湾
区
域
の
東
側
へ
の
延
伸
に
つ

い
て
現
実
的
な
検
討
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

一
般
国
道
８
号
糸
魚
川
東
バ
イ
パ
ス
梶

屋
敷
〜
押
上
間
の
早
期
完
成
と
間
脇

〜
梶
屋
敷
間
の
調
査
に
つ
い
て

○
国
道
８
号
の
渋
滞
は
緩
和
し
て
き

て
い
る
が
、
北
陸
新
幹
線
開
業
に
合

わ
せ
た
大
和
川
〜
押
上
間
の
供
用
開

始
が
実
現
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
も

の
で
あ
り
、
引
き
続
き
国
へ
の
働
き

か
け
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

○
間
脇
〜
梶
屋
敷
間
に
つ
い
て
は
、

火
災
、
災
害
等
で
交
通
止
め
に
な
っ

た
経
過
も
あ
り
、
大
和
川
〜
押
上
間

と
並
行
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
よ

う
国
へ
働
き
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。

○
海
川
に
建
設
さ
れ
る
高
架
橋
に
つ

い
て
は
、
海
岸
整
備
や
海
水
浴
施
設

が
整
備
で
き
る
よ
う
、
庁
内
に
お
い

て
連
携
を
深
め
る
中
で
国
へ
要
望
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

地
域
高
規
格
道
路
松
本
糸
魚
川
連
絡

道
路
市
内
区
間
の
整
備
区
間
へ
の
昇

格
に
つ
い
て

○
ル
ー
ト
帯
の
決
定
が
早
期
に
な
さ

れ
る
よ
う
国
、
県
に
働
き
か
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

○
長
野
県
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

「
雨
中
方
式
」
も
参
考
に
し
、
県
へ

働
き
か
け
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。

○
同
盟
会
等
を
ま
と
め
、
全
体
で
動

く
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
作

成
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

北
陸
新
幹
線
開
業
に
伴
う
並
行
在
来

線
の
調
査
、研
究
と
大
糸
線
の
活
性
化

調
査
に
つ
い
て

○
並
行
在
来
線
の
運
営
に
つ
い
て
、

政
府
与
党
合
意
の
見
直
し
を
含
め
、

市
の
負
担
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
求

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

○
新
潟
へ
の
優
等
列
車
の
運
行
確
保

に
あ
た
り
、
課
題
と
な
る
デ
ッ
ド
セ

ク
シ
ョ
ン
の
移
設
を
検
討
し
、
理
論

と
根
拠
を
も
っ
て
県
等
へ
の
交
渉
に

あ
た
る
べ
き
で
あ
る
。

○
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
ビ
ー
ク
ル
の
導

入
に
つ
い
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り

組
み
と
も
関
連
さ
せ
て
検
討
し
、

県
、
新
潟
県
並
行
在
来
線
株
式
会
社

に
も
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

○
大
糸
線
に
つ
い
て
は
、
危
機
感
を

持
っ
て
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み
を

引
き
続
き
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
リ
ゾ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ふ
る
さ
と
の

糸
魚
川
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
と

協
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

○
並
行
在
来
線
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
富
山
県
と
の
連
携
に
つ
い
て
も

十
分
検
討
し
て
対
応
す
べ
き
で
あ

る
。

北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
と
駅
周
辺
整

備
の
推
進
に
つ
い
て

○
橋
上
駅
、
自
由
通
路
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
工
事
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
可
能
な
限
り
経
費
の
節
減
に
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○
（
仮
称
）
上
越
駅
偏
重
と
な
ら
な

い
よ
う
、
新
潟
県
の
取
り
組
み
に
対

し
て
も
要
望
し
、
糸
魚
川
駅
の
現
在

の
利
便
性
は
最
低
限
確
保
し
た
上

で
、
さ
ら
に
そ
の
上
を
目
標
ラ
イ
ン

と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

　す
べ
て
の
付
議
事
件
に
共
通
し

て
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

今
後
の
国
及
び
県
の
予
算
措
置
等
が

不
透
明
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
震
災

復
興
に
は
全
力
で
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
が
、
当
市
の
発
展
に
関
わ
る

重
要
な
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
も
停

滞
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
糸
魚
川
市

と
し
て
は
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
。


